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令和５年度公共事業 

再評価諮問箇所個別資料 

 

河川砂防課 広域河川改修事業等  ９件 

 

 １ 公共事業再評価諮問箇所一覧表、B/C の考え方 

                     Ｐ1～ 

 ２ 個別事業箇所資料             

・ 公共事業再評価諮問箇所「継続」理由書等    

  ・ 再評価対象事業箇所調書 

・ 個別箇所説明資料 

①  広域河川改修事業（佐賀江川） Ｐ３～ 

②  広域河川改修事業（本庄江）  Ｐ２１～ 



③  総合流域防災事業（牛津江川） Ｐ３１～ 

④  広域河川改修事業（田手川）  Ｐ４１～ 

⑤  広域河川改修事業（寒水川）  Ｐ５３～ 

⑥  広域河川改修事業（切通川）  Ｐ６３～ 

⑦  総合流域防災事業（佐志川）  Ｐ７３～ 

⑧  総合流域防災事業（川添川）  Ｐ８３～ 

⑨  総合流域防災事業（浜川）  Ｐ９３～ 

 



令和５年度公共事業再評価諮問箇所一覧表

河川砂防課

令和５年度公共事業再評価諮問箇所一覧表

No. 事業名
事業箇所
（地区名）

事業年度
（上段：前回）
（下段：今回）

進 捗 率
（上段：前回）
（下段：今回）

対応方針

１ 広域河川改修事業 佐賀江川
S48～R5
S48～R20

86％
88％

継続

２ 広域河川改修事業 本庄江
S52～R10
S52～R20

92％
84％

継続

３ 総合流域防災事業 牛津江川
S40～R10
S40～R15

83％ 継続

４ 広域河川改修事業 田手川 S41～R15
78％
72％

継続

５ 広域河川改修事業 寒水川 S54～R15
76％
81％

継続

６ 広域河川改修事業 切通川 S50～R15
85％
87％

継続

７ 総合流域防災事業 佐志川
S58～R5
S58～R15

87％
71％

継続

８ 総合流域防災事業 浜川 S56～R14
63％
73％

継続

９ 総合流域防災事業 川添川
S54～R6
S54～R11

87％
88％

継続
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河川改修事業のＢ/Ｃの考え方

×
×
×

氾濫解析

A

A

A－A断面

【浸水エリア】

総便益Ｂ ： 治水施設整備によってもたらされる総便益額（被害軽減額）

・一般資産被害（家屋、家庭用品、事業所資産、農漁家資産）

・農作物被害（水稲、畑作物）

・公共土木施設等被害（道路、橋梁、農地、農業用施設等）

・間接被害（事業所の営業停止被害、応急対策被害等）

・残存価値
総費用Ｃ ： 治水施設の整備及び維持管理に要する費用

建設費、維持管理費（※事業完了後５０年間）
～Ｂの算出～
①河川改修を行わなかった場合に起
こり得る浸水被害を氾濫解析にて再
現する。

②氾濫解析により得られた、浸水区
域における被害額を算出する。

③上記の被害額については、河川改
修により軽減されるものなので、こ
れを便益（Ｂ）とする。

破堤

越水

越水

河川

越水

治水経済調査マニュアル（案）の改定

令和２年４月に治水経済調査マニュアル（案）が改定。
※前回改定は平成１７年４月

マニュアル改定のポイント

①近年の水害データをもとに被害率等を更新

②近年の水害被害実態に基づくより確からしい算定方法への見直し
（公共土木施設等被害の内、農地・農業用施設等被害の算定方法を変更）

③新たな便益項目の追加（水害廃棄物の処理費用）

④これまでの事業評価の実績等に基づく捕捉
（氾濫計算のメッシュサイズ、デフレータ、消費税の取り扱い、巻末様式など．．．）

⑤その他、用語・出典の陳腐化や誤字・脱字等の軽微な修正

【出典】令和２年４月 国土交通省水管理・国土保全局
治水経済調査マニュアル（案）の改定概要
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（広域河川改修事業） 

（佐賀江川（佐賀江川・新川・八田江・巨勢川・中池江川・巨

勢川上流・黒川・焼原川・金立川）） 

継続・中止理由 ○ 佐賀江川は佐賀市東部を流下する河川で、佐賀市中心部に

近いことから、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大

きく、流下能力不足が原因でたびたび浸水被害が発生して

いる。本事業は、流路是正及び狭窄部解消を行い、治水安

全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的と

している。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（6.8）確保されてい

る事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 88％［508 億/576 億］（R4

末時点）であり、用地進捗率は約 98％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況は、ほぼ変化がなく、流域の大半が低平地で

あるため、事業の必要性は依然として高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

    Ｂ＝ 1,776,110 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

    Ｃ＝ 259,521  百万円 

 

Ｂ／Ｃ＝1,776,110 ／259,521 ＝6.8 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

佐賀江川 
(佐賀江川･新

川･八田江･巨勢
川･中池江川･巨
勢川上流･黒川･

焼原川・金立 
川) 
河川整備交付金

事業（広域河川
改修事業事業） 

流路是正、狭窄部解消を
行い、治水安全度を向上

し、流域の浸水被害の軽
減及び排水機場建設に
より内水対策を図る。 

 
計画流量 240m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 
 

全体事業費：C=536億円 
工   期：S48～H40 

(R10) 
改 修 延 長：L=42,740m 
計 画 流 量：240m3/s 

計画治水安全度：1/50 
事業内容： 

掘削・築堤、護岸 

樋管72基、橋梁60基 
堰18基 

 

 

佐賀江川工区及び新川工区、八田

江工区、巨勢川工区、黒川工区は

概ね完成している。 

巨勢川上流工区は、金立川合流点

まではほぼ概成しており、以後は

上流部の暫定区間の整備促進を図

る。 

中池江川工区は姉川橋(国道34号)

まで完成している。 

焼原川工区は、狭窄部の掘削・護

岸整備を行っている。 

(H29末進捗率 86％) 

(年平均進捗率 1.9％) 

(過去の災害実績)  
H21.7 

浸水戸数  39戸 
浸水面積59ha 

  

 
(地域の状況) 
平成20年度に巨勢川調整

池(直轄事業)が完成した。 
兵庫北土地区画整理事業
などにより、宅地や事業所

等の増加が見られる。 

最新のマニュ
アルに基づ

き、費用対効
果を算出し
た。 

 
(B/C)＝5.2 

 

 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年洪水被
害を軽減する

ため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
心・安全を確保

するためには、
当事業の継続
が必要である。 

現時点 

 
R5 

佐賀江川 

(佐賀江川･新
川･八田江･巨勢
川･中池江川･巨

勢川上流･黒川･
焼原川・金立 
川) 

河川整備交付金
事業（広域河川
改修事業事業） 

 
 

流路是正、狭窄部解消を

行い、治水安全度を向上
し、流域の浸水被害の軽
減及び排水機場建設に

より内水対策を図る。 
 
計画流量 240m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 

全体事業費：C=576億円 

工   期：S48～R20 
改 修 延 長：L=42,740m 
計 画 流 量：240m3/s 

計画治水安全度：1/50 
事業内容： 

掘削・築堤、護岸 

樋管72基、橋梁60基、 
堰18基 

 

 

新川工区、八田江工区、巨勢川工

区、黒川工区は完成している。 

佐賀江川工区は、犬尾橋下流左岸

を残して整備済である。 

巨勢川上流工区は、金立川合流点

から上流1.5km付近まで、ほぼ整備

済みである。 

中池江川工区は姉川橋(国道34号)

まで完成している。 

焼原川工区は、狭窄部の掘削・護

岸整備を行っている。 

金立川は、0.5㎞の橋梁の改修が終

了している。 

(R04末進捗率 88％) 

(年平均進捗率 1.8％) 

(過去の災害実績)  

Ｒ01.8 
浸水戸数 3083戸 
（内水被害含む） 

 
Ｒ03.8  

浸水戸数  406戸 

（内水被害を含む） 
 
 

（地域の状況） 
流域内の家屋や事業所等
は、ほぼ変化はない。 

最新のマニュ

アル(R2)に基
づき、費用対
効果を算出し

た。 
 
(B/C)＝6.8 

 

同上 

 
 

同上 

 
 

平成 2 年洪水

被害を軽減す

るため、流路是

正、狭窄部解消

を行い、治水安

全度を向上し、

地域住民の安

心・安全を確保

するためには、

当事業の継続

が必要である。 

 

理由等 
 
 

 
 
 

 
 
 

・地質調査結果に伴い、地盤

に軟弱層が確認されたことか

ら、堤防の安定性を確保する

ため、地盤改良や矢板基礎の

追加による増 

・地質調査結果に伴い、掘削

面に浸透層が確認されたこと

から、施工時の土砂崩壊を防

止するため、締切矢板（仮設

工）の追加による増 

・高含水比の現地発生土につ

いて埋戻土や他工事への流用

が困難なため、最終処分費用

が必要となったことによる増 

・各種建設資材費の高騰及び

労務費の上昇による増                                                                                                        

 

・事業用地の取得に関して調

整が必要であり、この調整に

時間を要していることによる

事業期間の延長                                             

 
 
 

 
 
 

マニュアルの
更新に伴い、
公共土木施設

等被害額でＢ
が増大し、費
用対効果

（B/C）の増と
なった。 
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Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved.

筑後川水系佐賀江川
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

佐賀市、神埼市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

八田江

新川

佐賀江川

中池江川

焼原川

巨勢川

黒川

佐賀市役所

佐賀県庁

佐賀駅

鍋島駅

佐
賀

外
環

状
線

（
県

道
4
8号

線
）

巨
勢

川
調

整
池

東名橋

赤井手川橋

今井手橋
農道橋

福島橋

廿橋

友貞橋

十面橋

学校橋

兵庫橋

薬師橋

薬師南橋

丸内橋

下分橋

ちやのき橋
牟田寄橋

記念橋 市道橋

市道橋

中池江橋中池橋

北見大橋

川崎橋

新川崎橋

大善坊橋

市道橋

正一位橋

犬童橋
協和橋

黒井犬童橋

姉川橋

上ノ橋
中ノ橋

伊賀屋駅

N

N

横
堤

巨勢川上流

筑後川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

平成２年７月洪水 床上浸水 1,116戸

床下浸水 11,948戸

浸水面積 5,447ha

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ：240m3/s
• 計画治水安全度： 1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［佐賀江川工区］

 全体事業費：１０５億円

 事業期間：S48～Ｒ20

 改修延長：5,300m

 計画流量：240m3/s

 計画治水安全度：1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 5，300ｍ

 橋梁 7橋

 樋管 14箇所

佐
賀

江
川

5,
3
00

ｍ

巨勢川

焼原川

中池江川

城原川

未
完
了
区

間

左
岸
6
5
0ｍ

凡 例

完了区間

未完了区間
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位置図

新
川

佐賀江川

巨
勢
川

焼
原
川

中
池

江
川

6,
8
00

ｍ

整
備

済
み

区
間

L=
5,

60
0m

伊賀屋駅

中池江橋

北見大橋

大善坊橋
市道橋

協和橋

黒井犬童橋

姉川橋

中ノ橋

上ノ橋

犬童橋

新川崎橋

中池橋

事業概要 ［中池江川工区］

 全体事業費：１６３億円

 事業期間：S48～Ｒ20

 改修延長：6,800m

 計画流量：60m3/s

 計画治水安全度：1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 6,800ｍ

 橋梁 14橋

 堰 3箇所

 樋管 18箇所
凡 例

完了区間

未完了区間

中池江橋

北見大橋

川崎橋

大善坊橋
市道橋

正一位橋

協和橋

黒井犬童橋

姉川橋

中ノ橋

上ノ橋

犬童橋

新川崎橋

中池橋
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中池江橋

北見大橋

事業概要 ［巨勢川上流工区］

 全体事業費：５５億円

 事業期間：H2～Ｒ20

 改修延長：4,300m

 計画流量：125m3/s

 計画治水安全度：1/30～1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 4,300ｍ

 橋梁 4橋

 堰 5箇所

 樋管 1箇所
凡 例

完了区間

未完了区間

赤井手川橋
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事業概要 ［焼原川工区］

 全体事業費：２１億円

 事業期間：H1～Ｒ20

 改修延長：5,500m

 計画流量：14m3/s

 計画治水安全度：1/10

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 5,500ｍ

 橋梁 11橋

 堰 1箇所

 樋管 12箇所
中池江橋

北見大橋

凡 例

完了区間

未完了区間

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

北見大橋

事業概要 ［金立川工区］

 全体事業費：１６億円

 事業期間：H4～Ｒ20

 改修延長：1,500m

 計画流量：23m3/s

 計画治水安全度：1/30

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 1,500ｍ

 橋梁 4橋

 堰 4箇所
中池江橋

凡 例

完了区間

未完了区間

道祖伸橋

無名橋

白金橋

講道館橋

栄橋

樋の口橋
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 536億円 576億円

事業期間 S48 ～ H40（R10） S48 ～ R20

改修延長 42,740ｍ 42,740ｍ

計画流量 240ｍ3/s 240ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 42,740ｍ 42,740ｍ

橋梁 60橋 60橋

堰 18箇所 18箇所

樋管 72箇所 72箇所

その他 － －

費用対効果 5.2 6.8

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

事業内容の見直し理由

〇事業費の増額

• 地質調査結果に伴い、地盤に軟弱層が確認されたこと
から、堤防の安定性を確保するため、地盤改良や矢板
基礎の追加による増

• 地質調査結果に伴い、掘削面に浸透層が確認されたこ
とから、施工時の土砂崩壊を防止するため、締切矢板（
仮設工）の追加による増

• 高含水比の現地発生土について、埋戻土や他工事への
流用が困難なため、最終処分費用が必要となったことに
よる増

• 各種建設資材費の高騰及び労務費の上昇による増
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事業期間の見直し理由

〇事業期間の延長

• 事業用地の取得に関して調整が必要であり、この調整
に時間を要していることによる事業期間の延長

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

事業進捗状況［佐賀江川工区］

〇事業進捗状況

• 犬尾橋下流左岸650mを除き整備は完了。

• 令和４年度末進捗率 ８９％（事業費ベース）

• 年平均進捗率１．８％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（億円） ９４ ９４ １１
進捗率（％） ８９ ９０ ー

用地進捗率（％） ９７ ９７ ー

佐賀江川 5,300ｍ

巨
勢
川

焼
原
川

中
池
江
川 城

原
川未完了区間

左岸 650ｍ

凡 例

完了区間

未完了区間
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事業進捗状況［中池江川工区］

〇事業進捗状況

• 姉川橋上流（5k600）まで整備が完了

• 令和４年度末進捗率 ８２％（事業費ベース）

• 年平均進捗率１．７％
R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（億円） １３４ １３５ ２８
進捗率（％） ８２ ８３ ー

用地進捗率（％） ９８ ９９ ー

凡 例

完了区間

未完了区間

中
池

江
川

6,
8
00

ｍ

伊賀屋駅

中池江橋

北見大橋

川崎橋

大善坊橋

市道橋

正一位橋

協和橋

黒井犬童橋

姉川橋

中ノ橋

上ノ橋

犬童橋

新川崎橋

中池橋

巨
勢
川

焼
原
川

佐賀江川

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

整備の状況［中池江川工区］

〇標準横断図

整備状況
（姉川橋上流）
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事業進捗状況［巨勢川上流工区］

〇事業進捗状況

• 八ツ溝西橋（3k850）まで、1/30～1/50で整備が概成

• 令和４年度末進捗率 ６３％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 ２．０％
R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（百万円） ３５ ３５ ２０
進捗率（％） ６３ ６４ ー

用地進捗率（％） ９４ ９４ ー

凡 例

完了区間

未完了区間
東名橋

赤井手川橋

今井手橋

八ツ溝西橋

金
立
川

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 15
琵琶原橋上流区間琵琶原橋上流区間

整備の状況［巨勢川上流工区］

〇標準横断図

未整備区間 整備済区間

改修前
改修後
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事業進捗状況［焼原川工区］

〇事業進捗状況

• 令和４年度末進捗率 ８３％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 ２．５％
R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（百万円） １７ １７ ４
進捗率（％） ８３ ８３ ー

用地進捗率（％） ９２ ９２ ー

凡 例

完了区間

未完了区間 焼
原

川
5
,5

00
ｍ

薬師南橋

下分橋

記念橋

市道橋

市道橋

兵庫橋

薬師橋

丸内橋

ちやのき橋

牟田寄橋

学校橋

巨
勢
川

中
地
江
川

佐賀江川
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整備の状況［焼原川工区］

〇標準横断図

改修前 改修後

牟田寄橋下流区間学校橋下流区間

D=4.200

▽ 2 . 9 9 8H . W . L .

1
:
0
. 5

1
:
0
.
5

8 2 0 0

2
4
5
0

3 . 6 0▽

3 0 0 0

3 . 6 0▽

3 0 0 0

(1:2.0)

13218

(1:0.5)

▽3.086

▽0.524

30
86

52
4

2
56

2
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事業進捗状況［金立川工区］

〇事業進捗状況

• 令和４年度末進捗率 ２７％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 ０．９％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（百万円） ４ ６ １０
進捗率（％） ２７ ３６ ー

用地進捗率（％） ７０ ７０ ー

凡 例

完了区間

未完了区間

道祖伸橋

無名橋

白金橋

講道館橋

栄橋

樋の口橋

河
川

整
備

交
付

金
事

業
L=

1,
50

0m

巨
勢
川
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整備の状況［金立川工区］

〇標準横断図

改修前 改修後

白金橋下流区間白金橋上流区間

1
6
5
0

6
0
0

2
2
5
0

3000 300010550

1200 500 7150 1200500

825 5500 825

1:2
.0

1:2.0

1 :0. 5

1:2
.0

1 :
0 .
5

▽13.47
1:2.0

H .W.L
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環境に配慮した整備の実施［中池江川］

絶滅危惧Ⅱ類(VU) 【環境省レッドリスト】

アサザ オグラコウホネ

絶滅危惧Ⅱ類種
【佐賀県レッドリスト】

準絶滅危惧種
【佐賀県レッドリスト】

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 21

2.
1ｍ

アサザ保全のために
小段を設置

（※水深 0.7ｍ を確保）

改修前

改修後

常時管理水位による水深 ： 2.1ｍ
（ 堰上げ水位 ）

アサザが
生息しにくい

0.
7ｍ

0.
7ｍ

水深 0.7ｍ を確保するため、小段を設けた複断面形

（アサザ生育に最適な）

希少種の生育に配慮した横断計画［中池江川］
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施工後の状況［中池江川］

平成19年（施工後１年）

平成20年（施工後２年）

平成21年（施工後3年） 令和5年（施工後17年）

現在、アサザは活着している。

アサザ移植地

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 23

過去の被害

約６０ｃｍの
冠水

死者12名
佐賀市街３日間浸水

昭和55年8月 梅雨前線豪雨

（連続雨量414.5ｍｍ、最大日雨量204ｍｍ、時間
最大雨量37.5ｍｍ）
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過去の被害

【巨勢川上流破堤状況】 【佐賀市街地浸水状況】

【巨勢川越水状況（学校橋）】

破堤

巨勢川

（連続雨量380.5ｍｍ、最大日雨量285ｍｍ、時間
最大雨量72ｍｍ）・・・気象台HPより

平成2年7月 梅雨前線豪雨

平成２年７月２日の佐賀の降水量

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 25

近年の被害状況

佐賀市多布施の市道（右上写真を西側に行った所）

勧興小学校校門前（南側）

成章中学校西側（国道264号）

国道264号（旧道との三差路︓上の写真の南側）

平成30年7月 梅雨前線豪雨
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近年の被害状況

勧興小学校校門前（南側）

令和元年 8 月豪雨に

主要地方道 佐賀川副線

龍谷高等学校

佐賀江川 加与丁大橋より下流を望む

主要地方道 佐賀川副線

佐賀 市中央本町付近

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 27

事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等においては、大きな変化は
ないが、流域の大半が低平地であるため事業の必要
性が依然として高い状況である。
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費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等,農業施設）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： 259,521 百万円
〇総便益Ｂ： 1,776,110 百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝ 1,776,110 ／ 259,521 ≒ 6.8

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 29

コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 掘削土を埋戻に流用するなど建設副産物の有効活
用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし
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対応方針（事業課案）

 佐賀江川は佐賀市東部を流下する河川で、佐賀市中心部に近いこ
とから、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力
不足が原因でたびたび浸水被害が発生している。本事業は、流路
是正及び狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被
害の軽減を図ることを目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（6.8）確保されている事業で
ある。

 事業進捗率は、事業費ベースで約88％［508億/576億］（R4末時点
）であり、用地進捗率は約98％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害
が発生しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変
化がなく、事業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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令和 5 年度公共事業再評価諮問地区「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 河川砂防課 ） 

 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（広域河川改修事業） 

（本庄江） 

継続・中止理由 ○ 本庄江は、佐賀市西部を流下し、河口付近で嘉瀬川に合流

する河川で、佐賀市中心部に近いことから、河川が氾濫し

た場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力不足が原因で

たびたび浸水被害が発生している。本事業は、流路是正及

び狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し､流域の浸水被害

の軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（2.5）が確保されて

いる事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 84％［127 億/151 億］（R4

末時点）であり、用地進捗率は約 98％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況は、ほぼ変化なく、事業の必要性は依然とし

て高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

（※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

Ｂ ＝ 129,977 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

Ｃ ＝ 52,808 百万円 

 

Ｂ／Ｃ ＝ 129,977  / 52,808  ＝ 2.5 

備  考  
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様式２  

令和5年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成30年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

本庄江 
河川整備交付金

事業 (広域河川
改修事業) 
 

 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
計画流量 100m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 

全体事業費：C=131億円 
工期：S52～H40 

     (R10) 
改修延長：L=7,405m 
事業内容： 

掘削・築提・護岸、 
樋管19基、橋梁10基、
堰2基、水門1基 

 

今重橋付近（3.0k付近）
まで、暫定整備が完了。 

 
(H29末進捗率 92％) 
(年平均進捗率2.2％) 

 

(過去の災害実績) H2.7 
 浸水戸数 500戸 

 浸水面積 520ha 
 
(地域の状況) 

右岸側は県立病院好生館が移
転し開業している。また、有明
海沿岸道路と佐賀唐津道路の

インターが建設予定。 

最新のマニュア
ルに基づき、費用

対効果（B/C）を 
算出した。 
 

(B/C)＝2.5 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年等の洪
水被害を軽減

するため、流路
是正、狭窄部解
消を行い、治水

安全度を向上
し、地域住民の
安心・安全を確

保するために
は、当事業の継
続が必要であ

る。 

現時点 
 

R5 

本庄江 
河川整備交付金

事業 (広域河川
改修事業) 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
計画流量 100m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 

全体事業費：C=151億円 
工期：S52～R20 

改修延長：L=7,405m 
事業内容： 

掘削・築提・護岸、 

樋管19基、橋梁10基、
堰2基、水門1基 

 

 

今重橋付近（3.0k付近）
まで、暫定整備が完了。 

今重橋上流の地盤改良
を実施中。 
 

(R4末進捗率 84％) 
(年平均進捗率1.8％) 
 

(過去の災害実績) 
同上 

 
(地域の状況) 

有明海沿岸道路と佐賀唐津

道路のインターが建設予定。 
流域内の家屋や事業所等の

状況は、ほぼ変化はない。 

最新のマニュア
ルに基づき、費用

対効果（B/C）を 
算出した。 
 

(B/C)＝2.5 
 

 
同上 

再評価実施後５
年が経過 

 

平成2年等の洪
水被害を軽減

するため、流路
是正、狭窄部解
消を行い、治水

安全度を向上
し、地域住民の
安心・安全を確

保するために
は、当事業の継
続が必要であ

る。 

理由等 

 
 

 

 
 

 

 
 

・高含水比の現地発生土

について、埋戻土や他工
事への流用が困難なた
め、運搬のための石灰処

理及び最終処分費用が
必要となったことによ
る増 

・各種建設資材費の高騰
及び労務の上昇による
増 

 
 
・地盤改良及び河道掘削

の実施に伴い、下流域の
漁協との調整が必要で
あり、施工時期の制約に

よる事業期間の延長 

  

 
 

マニュアルの更

新に伴い、公共土
木施設等被害額
でＢが増大した

ものの、事業費増
及び事業期間延
長によりＣも増

大し、費用対効果
(B/C)は変更な
し。 
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嘉瀬川水系本庄江
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

佐賀市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

佐賀市立野球場

佐賀県医療センター
好生館

本庄江

新川

県道287号

有
明

海
沿

岸
道

路

佐賀土木事務所
広域河川改修事業 L=5,965m

広域河川改修事業
L=1,440m

鍋島駅

凡 例

完了区間

暫定完了区間

未完了区間

有明海沿岸道路

佐賀唐津道路

本庄江
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成２年７月洪水 浸水戸数 ５００戸

浸水面積 ５２０ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

• 流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、
流域の浸水被害の軽減を図る

計画流量 ： １００m3/s
計画治水安全度： 1/５０

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［本庄江工区］

 全体事業費：151億円

 事業期間：Ｓ52～R20

 改修延長：7,405m

 計画流量：100m3/s

 計画治水安全度：1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=7,405ｍ

 橋梁 N=10橋

 樋管 N=19基

 堰 N=2基

 水門 N=1基

 費用対効果：2.5

凡 例

完了区間

暫定完了区間

未完了区間

有明海沿岸道路

佐賀唐津道路
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 131億円 151億円

事業期間 S52～R10 S52～R20

改修延長 7,405ｍ 7,405ｍ

計画流量 100ｍ3/s 100ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 7,405ｍ 7,405ｍ

橋梁 10橋 10橋

堰 2基 2基

水門 1基 1基

その他 樋管19基 樋管19基

費用対効果 2.5 2.5

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業内容の見直し理由

〇事業費の増額

• 高含水比の現地発生土について、埋戻土や他工事への
流用が困難なため、運搬のための石灰処理及び最終処
分費用が必要となったことによる増

• 各種建設資材費の高騰及び労務費の上昇による増
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事業期間の見直し理由

〇事業期間の延長

• 地盤改良及び河道掘削の実施に伴い、下流域の漁協と
の調整が必要であり、施工時期の制約による事業期間
の延長

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

事業進捗状況

〇事業進捗状況

• 西今宿川合流点付近から上流は、塚原橋付近を除き、整備完了

• 今重橋付近（3k000m）まで暫定完了。今重橋上流で地盤改良を実施中

• 令和４年度末進捗率 ８４％

• 年平均進捗率１．８％

R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） １２７ １２９ ２２
進捗率（％） ８４ ８５ −

用地進捗率（％） ９８ ９８ −
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整備の状況

〇標準横断図

標準断面

改修後

4k200m

改修前 改修後

標準断面

1 : 2 . 0

as
G

家

1 . 5 %

18.0

▽ H.W.L 3.10

4.03.0

改修前
改修後

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

環境に配慮した整備の実施

〇河川改修効果

• 「連接ブロック(植生・擬岩)」、「玉石柳枝工」、「片法枠工(魚巣)」
を施工したことにより、水際の植生が活着し空間の連続性が創出
されている。

改修後20年後改修直後
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過去の被害

○平成２年７月（梅雨前線豪雨）

○平成２０年６月（豪雨）

連続雨量４６３．５ｍｍ、最大日雨量３１３ｍｍ
時間最大雨量６６ｍｍ（佐賀土木事務所 雨量観測所）

国道208号の冠水状況（佐賀市八戸付近）

国道208号の冠水状況（佐賀市八戸付近）

浸水戸数５００戸
浸水面積５２０ｈａ

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位付近まで上昇してお
り、住民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性が依然として高い。

• 有明海沿岸道路と佐賀唐津道路のインターが建設予
定であり、交通の要衝として今後はますます重要性が
高くなる。

-28-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 12

費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額
• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： 52,808百万円
〇総便益Ｂ： 129,977百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝ 129,977 ／ 52,808 ≒ 2.5

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 流用可能な掘削土を埋戻や覆土に利用するなど建
設副産物の有効活用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし
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対応方針（事業課案）

 本庄江は、佐賀市西部を流下し、河口付近で嘉瀬川に合流する河
川で、佐賀市中心部に近いことから、河川が氾濫した場合の浸水被
害の影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび浸水被害が発
生している。本事業は、流路是正及び狭窄部解消を行い、治水安
全度を向上し､流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（2.5）が確保されている事業
である。

 事業進捗率は、事業費ベースで約84％［127億/151億］（R4末時点
）であり、用地進捗率は約98％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により氾濫危険
水位付近まで上昇しており、また、流域内の家屋や事業所等の状
況は、ほぼ変化なく、事業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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  様式イ 

 

令和５年度公共事業再評価諮問地区「継続・中止」理由書等 

 

（課名： 河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（総合流域防災事業） 

（牛津江川） 

継続・中止理由 ○ 牛津江川は、小城市を流下し、牛津川に合流する河川で、

小城市の中心部に近く、河川が氾濫した場合の浸水被害の

影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび流域に浸水

被害が発生している。本事業は、流路是正及び狭窄部解消

を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図

ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（11.8）が確保され

ている事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースは約 83％［50.7 億/61.0 億］

（R4 末時点）であり、用地進捗率は約 93％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況は、ほぼ変化なく、事業の必要性は依然とし

て高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

（※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

Ｂ ＝ 427,463 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

Ｃ ＝  36,175 百万円 

 

Ｂ／Ｃ ＝ 427,463 / 36,175  ＝ 11.8 

備  考  
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          様式２  

令和５年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果の 

要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案

等の可能性 
再評価理由 

対応方針 

（事業課案） 

 再評価時

点 
 
Ｈ３０ 

牛津江川 

河川整備交付金
事業（社会資本
整備総合交付

金：総合流域防
災事業） 

流路是正、狭窄部解消を行

い、治水安全度を向上し、
流域の浸水被害の軽減を
図る。 

 
計画流量 140m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 

全体事業費：C=61.0億円 

工   期：S40～H40 
        (R10) 
改 修 延 長：L=5,700m 

事業内容： 
掘削・築堤、護岸 
樋管17基、橋梁13基、

堰8基 

砂田橋下流部について

は完成しており、上流
区間の約600mを残すの
みとなっている。 

上流部については用地
買収の促進を図ってい
る。 

国道34号江津ｹ里橋他
10橋完成 
(H29末進捗率 83％) 

(年平均進捗率 1.6％) 

(過去の災害実績) 

H2.7 
浸水戸数  430戸 
浸水面積  550ha 

 
(地域の状況) 

特になし 

最新のマニュアル

に基づき、費用対効
果（Ｂ/Ｃ）を算定
した。 

 
(B/C)=5.1 

 

・再生材の積極的

利用 
・建設副産物の有

効利用 

 

再評価実施後

５年が経過 
 
 

 
 

平成2年洪水被

害を軽減する
ため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 

現時点 

 
Ｒ５ 

牛津江川 

河川整備交付金
事業（社会資本
整備総合交付

金：総合流域防
災事業） 

流路是正、狭窄部解消を行

い、治水安全度を向上し、
流域の浸水被害の軽減を
図る。 

 
計画流量 140m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 

全体事業費：C=61.0億円 

工   期：S40～R15 
改 修 延 長：L=5,700m 
事業内容： 

掘削・築堤、護岸 
樋管17基、橋梁13基、

堰8基 

砂田橋下流部について

は完成しており、上流
区間の約600mを残すの
みとなっている。 

上流部については用地
買収の促進を図ってい
る。 

国道34号江津ｹ里橋他
10橋完成 
(R4末進捗率 83％) 

(年平均進捗率 1.5％) 

(過去の災害実績) 

 H30.7 
浸水戸数  26戸 
 

(地域の状況) 
流域内の家屋や事業所等の

状況は、ほぼ変化ない。 

最新のマニュアル

に基づき費用対効
果（Ｂ/Ｃ）を算定
した。 

 
(B/C)=11.8 

 

同上 同上 平成2年洪水被

害を軽減する
ため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 

理由等   事業を進めるにあたり、
地元との合意形成に時
間を要していることに

よる事業期間の延長 

  マニュアルの更新
に伴い、公共土木施
設等被害額でＢが

増大し費用対効果
(B/C)の増となっ
た。 
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六角川水系牛津江川
（総合流域防災事業）

小城市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

凡 例

完了区間

未完了区間

牛津江川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成２年７月洪水 浸水戸数 430戸

浸水面積 550ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ：140m3/s
• 計画治水安全度：1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要

 全体事業費：６１．０億円

 事業期間：Ｓ４０～R1５

 改修延長：５,７００m

 計画流量：１４０m3/s

 計画治水安全度： 1/50

 実施内容

◆掘削・築堤・護岸L=5,700ｍ

◆橋梁 N=13橋

◆堰 N=8基

◆樋管 N=17基

 費用対効果： 11.8

凡 例

完了区間

未完了区間
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 61.0 億円 61.0 億円

事業期間 S40 ～ H40（R10） S40 ～ R15

改修延長 5,700 ｍ 5,700 ｍ

計画流量 140 m3/s 140 m3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 5,700 ｍ 5,700 ｍ

橋梁 13 橋 13 橋

堰 8 基 8 基

樋管 17 基 17 基

その他 - -

費用対効果 5.1 11.8

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業期間の見直し理由

〇事業期間の延長

• 事業を進めるにあたり地元との合意形成に時間を要し
ていることによる事業期間の延長
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砂田橋

事業進捗状況

〇事業進捗状況

• 砂田橋付近（5k125m）まで整備が完了

• 令和４年度末進捗率 ８３％ （事業費ベース）

• 年平均進捗率 １．５％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） ５０．７ ５０．８ １０．２
進捗率（％） ８３ ８３ −

用地進捗率（％） ９３ ９３ −

凡 例

完了区間

未完了区間

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

整備の状況

〇標準横断図

改修前 改修後
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環境に配慮した整備の実施

〇河川改修効果

• 従前のブロック積護岸を取り壊し、土堤としたことで、水際の植生
が活着し空間の連続性が創出されている。

改修後改修前

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

過去の被害

平成２年７月 梅雨前線豪雨 牛津江川

浸水430戸

牛津町市街地

牛津駅付近
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近年の被害

平成30年7月 梅雨前線 牛津江川

浸水26戸

六間橋右岸側
牛津江川右岸側

牛津江川右岸側

連続雨量２３６mm 最大日雨量１８２mm 時間最大雨量３９mm
（国土交通省 小城観測所）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性は依然として高い。
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費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： ３６,１７５百万円
〇総便益Ｂ： ４２７,４６３百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝ ４２７,４６３ ／ ３６,１７５ ≒ １１．８

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 水衝部となる箇所への寄石工に現地発生材や近隣
他工事で発生した石材を使用する。また、掘削土を
埋戻に流用するなど建設副産物の有効活用を図り
発生量を抑制する。

• 取付護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うな
ど再生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし
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対応方針（事業課案）

 牛津江川は、小城市を流下し、牛津川に合流する河川で、小城市
の中心部に近く、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、
流下能力不足が原因でたびたび流域に浸水被害が発生している。
本事業は、流路是正及び狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し
、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（11.8）が確保されている事
業である。

 事業進捗率は、事業費ベースは約83％［50.7億/61.0億］（R4末時
点）であり、用地進捗率は約93％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害
が発生しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変
化なく、事業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。

-40-



  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（広域河川改修事業） 

（田手川（田手川・三本松川・馬場川）） 

継続・中止理由 ○ 田手川は、吉野ヶ里町、神埼市を流下し、筑後川に合流する

河川で、吉野ヶ里町、神埼市の中心部に近いことから、河川

が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力不足が

原因でたびたび流域に浸水被害が発生している。本事業は、

流路是正及び狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流域

の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（7.0）が確保されてい

る事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 72％［264 億/367 億］（R4

末時点）であり、用地進捗率は約 76％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれて

いる。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水によ

り浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事業所等

の状況に変化はなく、事業の必要性は依然として高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努め

ながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間分

合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分合

計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

Ｂ ＝ 879,970 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

Ｃ ＝ 125,357 百万円 

 

Ｂ／Ｃ ＝ 879,970 / 125,357 ＝ 7.0 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

田手川 
（田手川・三本

松川・馬場川） 
河川整備交付金
事業 

（広域河川改修
事業） 

流路是正、狭窄部解消を
行い、治水安全度を向上

し、流域の浸水被害の軽減
及び排水機場建設により
内水対策を図る。 

 
（田手川） 
計画流量 490m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 

全体事業費：C=310億円 
工   期：S41～H45 

        (R15) 
改修延長：L=16,350ｍ 
事業内容： 

掘削・築堤、護岸 
排水機場2箇所 
樋管9基、橋梁43基、 

堰17基 
 
 

田手川については、田手村橋
下流は完成しており、そこか

ら上流の河原橋までは1/10
での治水安全度の暫定整備
が完成している。 

三本松川については、国道
385号下流まで完成してい
る。 

馬場川については、野目ヶ里
橋下流まで完成している。 
橋梁35橋が完成。 

 
（H29末進捗率78%） 
（年平均進捗率1.5％） 

（過去の災害実績）H2.7 
浸水戸数 487戸 

浸水面積 3,390ha 
内水被害が頻発し、国道
385号が通行止めになる

等、被害が発生してい
る。 
 

（地域の状況） 
特に無し。 
 

 

H17策定のﾏﾆｭｱﾙに基
づき、費用対効果

（B/C）を算出した。 
 

(B/C)＝5.8 

 
 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 

・堰改築につい

て、地元調整の
上、統廃合を実
施。 

再評価実施後5
年が経過 

 

昭和28年、平成
2年等の洪水被

害を軽減する
ため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

全を確保する
ためには、当事
業の継続が適

当である。 
 

現時点 
 

R5 

田手川 
（田手川・三本
松川・馬場川） 

河川整備交付金
事業 
（広域河川改修

事業） 

流路是正、狭窄部解消を
行い、治水安全度を向上
し、流域の浸水被害の軽減

及び排水機場建設により
内水対策を図る。 
 

（田手川） 
計画流量 490m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 

全体事業費：C=367億円 
工   期：S41～R15 
改修延長：L=16,350ｍ 

事業内容： 
掘削・築堤、護岸 
排水機場2箇所 

樋管18基、橋梁43基、
堰17基 

 

 
 

田手川については、田手村橋
下流は完成しており、そこか
ら上流の鴨井手橋までは

1/10での治水安全度の暫定
整備が完成している。 
三本松川については、国道

385号下流まで完成してい
る。 
馬場川については、新橋下流

まで完成している。 
橋梁35橋が完成。 
（R4末進捗率72%） 

（年平均進捗率1.3％） 

（過去の災害実績） 
 R5.7 JR橋部越水 
   （三本松川） 

 
（地域の状況） 
流域内の家屋や事業所

等の状況は、ほぼ変化は
無い。 
 

R2策定のﾏﾆｭｱﾙに基
づき、費用対効果
（B/C）を算出した。 

 

(B/C)＝7.0 
 

同上 
 
 

再評価実施後5
年が経過 
 

 
 

昭和28年、平成
2年等の洪水被
害を軽減する

ため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
全を確保する

ためには、当事
業の継続が適
当である。 

 

理由等 
 

 

 
 

 

 
 

 

・環境に配慮しながら河川

設計を行った結果、当初想

定より河川幅を広く確保す

る必要が生じ、盛土及び掘

削の数量の変更による増 

・護岸設計に必要となる地

質調査を実施した結果、崩

壊しやすい浸透層が確認さ

れたことから、施工時の土

砂崩壊防止として、締切矢

板（仮設工）が追加で必要

になったことによる増 

・現地発生土に不純物が混

入しており、埋戻土や他工

事への流用が困難なため、

最終処分費用が必要になっ

たことによる増 

・各種建設資材費の高騰及

び労務費の上昇による増 

 
 

 

 
 

 

マニュアル更新に伴
い、公共土木施設等

被害額の増等からＢ
が増大し、費用対効
果(B/C)の増となっ

た。 
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筑後川水系田手川
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

神埼市、吉野ヶ里町

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

凡 例
完了区間
暫定完了区間
未完了区間

田手川

福岡県

長崎県 福岡県

熊本県
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成２年７月洪水 浸水戸数 487戸
浸水面積 3,390ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

河道改修（流路是正、狭窄部解消等）を行い、治水安全
度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ：490m3/s
• 計画治水安全度 ： 1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［田手川工区］

 全体事業費：２７８億円

 事業期間：S41～R15

 改修延長：10,500m

 計画流量：490m3/s

 計画治水安全度：1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=10,500ｍ

 橋梁 N=22橋

 堰 N=10基

 排水機場 N=2基

田
手

川
工

区
L
=
1
0
.5
km

みやき町

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

田手村橋

河原橋

岩倉橋

田手橋

広円橋

神水川橋

野目ヶ里橋

市給橋

神納橋

三本松橋

ＪＲ橋

鴨井手橋

凡 例
完了区間
暫定完了区間
未完了区間
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事業概要 ［馬場川工区］

 全体事業費：３８億円

 事業期間：S52～R15

 改修延長：2,900m

 計画流量：30m3/s

 計画治水安全度：1/10

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=2,900ｍ

 橋梁 N=8橋

 堰 N=3基

凡 例
完了区間
未完了区間

馬
場
川
工

区
L
=2
.
9
km

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

神水川橋

野目ヶ里橋

市給橋
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事業概要 ［三本松川工区］

 全体事業費：５１億円

 事業期間：S59～R15

 改修延長：2,950m

 計画流量：35m3/s

 計画治水安全度：1/10

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=2,950ｍ

 橋梁 N=13橋

 堰 N=4基

凡 例
完了区間
未完了区間

三
本

松
川
区

間
L=
2
.9
5
k
m

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

田手村橋

田手橋

広円橋

神水川橋

野目ヶ里橋

市給橋

神納橋

三本松橋

ＪＲ橋
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 309 億円 367 億円

事業期間 S41 ～ H45（R15） S41 ～ R15

改修延長 16,350 ｍ 16,350 ｍ

計画流量 490 ｍ3/s 490 ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 16,350 ｍ 16,350 ｍ

橋梁 43 橋 43 橋

堰 17 基 17 基

水門 － 基 － 基

その他 排水機場 2 基 排水機場 2 基

費用対効果 5.8 7.0

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

事業内容の見直し理由

〇事業費の増額

• 環境に配慮しながら河川設計を行った結果、当初想定
より河川幅を広く確保する必要が生じ、盛土及び掘削の
数量の変更による増

• 護岸設計に必要となる地質調査を実施した結果、崩壊し
やすい浸透層が確認されたことから、施工時の土砂崩
壊防止として、締切矢板（仮設工）が追加で必要になっ
たことによる増

• 現地発生土に不純物が混入しており、埋戻土や他工事
への流用が困難なため、最終処分費用が必要になった
ことによる増

• 各種建設資材費の高騰及び労務費の上昇による増
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事業進捗状況［田手川工区］

〇事業進捗状況

• 田手村橋付近（5k100）まで整備が完了

• 鴨井手橋付近（7k900m）まで整備が暫定完了

• 令和４年度末進捗率 ７７％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 １．４％
R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（億円） ２１４ ２１５ ６３
進捗率（％） ７７ ７７ −

用地進捗率（％） ９９ ９９ −

凡 例

完了区間

暫定完了区間

未完了区間
田手川 工区 L=10.5km

みやき町

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

田手村橋

河原橋
岩倉橋

田手橋

広円橋

鴨井手橋
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整備の状況［田手川工区］

〇標準横断図

改修前 改修後

3.00 3.00
44.60

10.00

0
.
80

2.
20

2.
00

植生 ブロック

河原橋7k650m河原橋7k650m
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事業進捗状況［馬場川工区］

〇事業進捗状況

• 新橋下流付近（2k700m）まで整備が完了

• 令和４年度末進捗率 ８８％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 １．９％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） ３４ ３４ ４
進捗率（％） ８８ ８９ −

用地進捗率（％） ９４ ９４ −

凡 例

完了区間

未完了区間

馬場川工区 L=2.9km

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

神水川橋

野目ヶ里橋

市給橋

新橋
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整備の状況［馬場川工区］

〇標準横断図

改修前

野目ヶ里橋下流2k550m

改修後

野目ヶ里橋下流2k550m

As As

As

1:2.0計画河床 ▽2.51

H.W.L. 4.71

1500 9000 1500

12000 3000

4117

6
0
0

2
7
002
20
0

50
0
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事業進捗状況 ［三本松川工区］

〇事業進捗状況

• 国道385号下流まで整備が完了

• Ｒ４年度末進捗率 ３１％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 ０．８％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） １６ １７ ３４
進捗率（％） ３１ ３３ −

用地進捗率（％） ５１ ５１ −

凡 例

完了区間

未完了区間

三本松川工区 L=2.95km

吉野ヶ里町

神埼市

城東橋

神納橋

三本松橋
ＪＲ橋
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整備の状況 ［三本松川工区］

〇標準横断図

2k000下流

改修後

2k000上流

改修前
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環境に配慮した整備の実施［田手川］

〇河川改修効果

• 事業個所に隣接する吉野ヶ里歴史公園を考慮し、緩傾斜の堤防
や水際植生の保全などにより、生物環境及び景観に配慮した水
辺空間を確保する。

整備後整備前
竹林を保全

水際植生

水際植生の回復
H26年 R2年

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 15

過去の被害

《 昭和28年6月 出水状況 》

馬場川

田手川

《 昭和57年7月 出水状況 》

《 平成2年7月 出水状況 》

《 昭和47年6月 出水状況 》

昭和28年6月(集中豪雨)
浸 水 面 積 ：2,350ha

床上浸水戸数： 990戸
床下浸水戸数：1,550戸

田手川

《 令和5年7月 出水状況 》《 平成21年7月 出水状況 》

三本松川

平成2年7月豪雨
浸水面積：3390ha
浸水戸数： 487戸
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事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性は依然として高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 17

費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： 125,357百万円
〇総便益Ｂ： 879,970百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝879,970／125,357≒7.0
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コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 掘削土を埋戻に流用するなど建設副産物の有効活
用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

• 堰改築について、利用状況を踏まえて、地元調整の
うえ、統廃合を検討する。

〇代替案の検討

• 特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 19

対応方針（事業課案）

 田手川は、吉野ヶ里町、神埼市を流下し、筑後川に合流する河川で
、吉野ヶ里町、神埼市の中心部に近いことから、河川が氾濫した場
合の浸水被害の影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび流
域に浸水被害が発生している。本事業は、流路是正及び狭窄部解
消を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ること
を目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（7.0）が確保されている事業
である。

 事業進捗率は、事業費ベースで約72％［264億/367億］（R4末時点
）であり、用地進捗率は約76％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害
が発生しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況に変化は
なく、事業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（広域河川改修事業） 

（寒水川（寒水川・通瀬川）） 

継続・中止理由 ○ 寒水川はみやき町を流下し、筑後川に合流する河川で、み

やき町の中心部に近いことから、河川が氾濫した場合の浸

水被害の影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび流

域に浸水被害が発生している。このため、流路是正及び狭

窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の

軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（6.6）が確保されて

いる事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 81％［131 億/161 億］（R4

末時点）であり、用地進捗率は約 86％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況に変化はなく、事業の必要性は依然として高

い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

    Ｂ＝352,121 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

    Ｃ＝53,417 百万円 

 

Ｂ／Ｃ＝352,121／53,417＝6.6 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

寒水川 
（寒水川・通瀬

川） 
河川整備交付金
事業（広域河川

改修事業） 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
 

(寒水川) 
計画流量 160m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 
 
 

全体事業費：C=161億円 
工   期：S54～H45 

(R15) 
改 修 延 長：L=7,575m 
 

事業内容： 
 掘削・築堤護岸 
 排水機場1箇所 

 橋梁15基、堰13基 
 
 

 

・寒水川は、排水機場
(Q=18m3/s)がH10に完

成、H22に下流放水路区
間の通水を開始してい
る。現在、西尾橋の改

築工事を進めている。 
・通瀬川は、河床掘削
を残し改修が概成して

いる。現在、下流より
河床掘削工事を進めて
いる。 

・橋梁12基が完成 
(H29末進捗率 76％) 
(年平均進捗率 2.0％) 

(過去の災害実績) 
・H2.7 

浸水戸数 454戸 
浸水面積 720ha 

・H13.7（破堤） 

浸水戸数 6戸 
浸水面積 59ha 

 

(地域の状況) 
河川周辺の町道について、道路
拡幅事業が進められている。 

最新のマニュア
ルに基づき、費用

対効果（B/C）を
算出した。 
 

B/C＝3.1 
 

・ 再生材の積極的
利用 

・ 建設副産物の有
効利用 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年、平成
13年等の洪水

被害を軽減す
るため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 
 
 

 

現時点 
 

R5 

寒水川 
（寒水川・通瀬

川） 
河川整備交付金
事業（広域河川

改修事業） 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
 

(寒水川) 
計画流量 160m3/s 
計画治水安全度 1/50 

 
 

全体事業費：C=161億円 
工   期：S54～R15 

改 修 延 長：L=7,575m 
 
事業内容： 

 掘削・築堤護岸 
 排水機場1箇所 
 橋梁15基、堰13基 

 
 
 

・寒水川は、排水機場
(Q=18m3/s)がH10に完

成、H22に下流放水路区
間の通水を開始してい
る。現在、西尾橋及び

大井手堰の改築が完了
し、西尾橋上流の護岸
工事を進めている。 

・通瀬川は、河床掘削
を残し概成している。
現在、江口北橋下流部

の河床掘削工事を進め
ている。 
・橋梁13基が完成 

(R4末進捗率 81％) 
(年平均進捗率 1.4％) 

(過去の災害実績) 
同上 

 
(地域の状況) 
 流域内の家屋や事業所等の

状況は、ほぼ変化ない。 

最新のマニュア
ルに基づき、費用

対効果（B/C）を
算出した。 
 

B/C＝6.6 
 

同上 再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年、平成
13年等の洪水

被害を軽減す
るため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 
 
 

 

理由等 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

マニュアル更新
に伴い、Ｂが増大
し、費用対効果の

増となった。 
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筑後川水系寒水川
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

みやき町

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

通瀬橋
西尾橋

江口北橋

位 置 図

凡 例

完了区間

未完了区間

寒水川 通瀬川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成2年7月洪水 浸水戸数 454戸

浸水面積 720ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ： 160m3/s
• 計画治水安全度： 1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［寒水川工区］

 全体事業費：１３８億円

 事業期間：S54～R15

 改修延長：4,875m

 計画流量：160m³/s

 計画治水安全度：1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=4,875m
 橋梁 N=8橋

 堰 N=10基

凡 例

完了区間

未完了区間

事
業

区
間

大井手堰

西尾橋
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事業概要 ［通瀬川工区］

 全体事業費：２３億百万円

 事業期間：S61~R15

 改修延長：2,700m

 計画流量：70m³/s

 計画治水安全度：1/10

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=2,700m
 橋梁 N=7橋

 堰 N=3基

凡 例

完了区間

未完了区間

事
業

区
間

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 161億円 161億円

事業期間 S54～H45(R15) S54～R15

改修延長 7,575ｍ 7,575ｍ

計画流量 160ｍ3/s 160ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 7,575ｍ 7,575ｍ

橋梁 15橋 15橋

堰 13基 13基

水門 - -

その他 - -

費用対効果 3.1 6.6
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凡 例

完了区間

未完了区間

事業進捗状況
寒水川
広域河川改修事業
L=4,875m

通瀬川
広域河川改修事業
L=2,700m

西尾橋

通瀬橋

寒水川

通瀬川

大規模特定河川事業
L=950m

大井手堰

〇事業進捗状況

• （寒水川）西尾橋まで整備が完了し、大井手堰の堰改築も完了

• （通瀬川）江口北橋下流まで整備完了

• Ｒ４年度末進捗率 ８１％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 １．４％
R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降

事業費（億円） １３１ １３２ ２９
進捗率（％） ８１ ８２ −

用地進捗率（％） ８６ ８７ −

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

整備の状況（寒水川）

改修後

大井手堰

1:2
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10024330100
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整備の状況（通瀬川）

整備後

0ｋ440

整備前

0ｋ440

1:2
.0

3.900 3.900

4,4
00

0.125

H.W.L 3.300

1,200 20,700

23,100

1,200

7,550 8,000 7,550
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1:2.0

1,000
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00
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00
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200
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環境に配慮した整備の実施［寒水川］

〇河川改修効果

• 河道内の水の流れ（澪筋）を緩やかな湾曲により創出し、自然的
な水の流れを形成する。

• 環境型ﾌﾞﾛｯｸの使用や護岸に覆土することで植生の拡大を図る。

＜土井手堰上流区間＞＜１号橋下流区間＞
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過去の被害

寒水川 『平成13年7月11日～12日』

『梅雨前線豪雨』

×
破堤

寒水川
連続雨量２４７mm
最大日雨量２１１mm
時間最大雨量５０mm
(山田雨量観測所)

浸水家屋 ６戸
農地浸水面積 ５９ha

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

近年の被害

通瀬川 平成30年7月6日
連続雨量：319mm 最大日雨量：314mm 時間最大雨量：45mm

（ 山田雨量観測所 ）
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事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性は依然として高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： 53,417百万円
〇総便益Ｂ：352,121百万円
●費用対効果

Ｂ／Ｃ＝ 352,121百万円／ 53,417百万円≒ 6.6
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コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 寄せ石工に現地発生石材や近隣他工事で発生した
石材を使用する。また、掘削土を埋戻や覆土に流用
するなど建設副産物の有効活用を図り発生量を抑
制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 15

対応方針

• 寒水川はみやき町を流下し、筑後川に合流する河川で、みやき町
の中心部に近いことから、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響
も大きく、流下能力不足が原因でたびたび流域に浸水被害が発生
している。このため、流路是正及び狭窄部解消を行い、治水安全度
を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。

• 費用対効果についても、B/C=1.0以上（6.6）が確保されている事業
である。

• 事業進捗率は、事業費ベースで約81％［131億/161億］（R4末時点
）であり、用地進捗率は約86％となっている。

• 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害
っが発生しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況に変化
はなく、事業の必要性は依然として高い。

• よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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令和 5 年度公共事業再評価諮問地区「継続・中止」理由書等 

 

 （課名： 河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（広域河川改修事業） 

（切通川） 

継続・中止理由 ○ 切通川は、上峰町、みやき町、神埼市を流下し、筑後川に

合流する河川で、上峰町、みやき町の中心部に近いことか

ら、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流下

能力不足が原因でたびたび浸水被害をもたらしてきた。本

事業は、流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上

し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（19.6）が確保され

ている事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 87%[約 113 億/130 億](R4

末時点)であり、用地進捗率は約 91%となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。また、流域内の家屋や事業所等の状況に変化はな

く、事業の必要性は依然として高い。 

○ よって、当事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努め

ながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

（※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

Ｂ ＝ 997,213 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

Ｃ ＝  51,001 百万円 

 

Ｂ／Ｃ ＝ 997,213 / 51,001 ＝ 19.6 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象事業    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施事業） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
Ｈ30 

切通川 
河川整備交付金 

事業 
（広域河川改修
事業） 

流路是正、狭窄部解消を行 
い、治水安全度を向上し、 

流域の浸水被害の軽減を 
図る。 
 

計画流量 190 m³/s 
計画治水安全度 1/50 
 

 

全体事業費：C=130億円 
 

工 期：S50～H45(R15) 
 
改修延長：L=11,200 m 

 
事業内容： 
掘削・築堤、護岸、 

樋管46基、橋梁14基、 
堰8基 
 

 

用地買収については、 
上流部を残しほぼ完了 

している。 
下流部及び中流部の改
修は暫定計画断面で概

成し、上流部の改修促
進を図っているところ
である。 

 
橋梁10橋、堰3基完成 
(H29末進捗率 85％) 

(年平均進捗率 2.0％) 
 

(過去の災害実績)  
H2.7 

浸水戸数  127戸 
浸水面積  270ha 

 

(地域の状況) 
S54以降、下流から上流にかけ
て圃場整備が行われ、H8に完了

している。 

最新のマニュア 
ルに基づき、費用 

対効果（B/C）を 
算出した。 
 

(B/C)＝8.0 
 
 

・再生材の積極的 
利用 

・発生残土を他事 
業（道路整備、河川
改修）に有効利用 

・堰改築については、
統廃合の可能性に
ついて地元と調整

している。 
 

再評価実施後
5年が経過 

 
 

昭和47年、平成
2年等の洪水被

害を軽減する
ため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 

現時点 
 

Ｒ５ 

切通川 
河川整備交付金 

事業 
（広域河川改修
事業） 

 

流路是正、狭窄部解消を行 
い、治水安全度を向上し、 

流域の浸水被害の軽減を 
図る。 
 

計画流量 190 m³/s 
計画治水安全度 1/50 
 

 
 

全体事業費：C=130億円 
 

工 期：S50～R15 
 
改修延長：L=11,200 m 

 
事業内容： 
掘削・築堤、護岸、 

樋管46基、橋梁14基、 
堰8基 

用地買収については、 
上流部を残しほぼ完了 

している。 
下流部及び中流部の改
修は暫定計画断面で概

成し、これより上流部
の改修促進を図ってい
く。 

 
橋梁11橋、堰3基完成 
(R4末進捗率 87％) 

(年平均進捗率 1.8％) 
 
 

(過去の災害実績) 
同上 

 
(地域の状況) 
流域内の家屋や事業所等の状

況は、ほぼ変化はない。 

最新のマニュア 
ルに基づき、費用 

対効果（B/C）を 
算出した。 
 

 (B/C)＝19.6 

同上 
 

 

同上 
 

 

昭和47年、平成
2年等の洪水被

害を軽減する
ため、流路是
正、狭窄部解消

を行い、治水安
全度を向上し、
地域住民の安

心・安全を確保
するためには、
当事業の継続

が必要である。 

理由等 
 
 

（変更なし） 
 
 

（変更なし） 
 

（変更なし） 
 
 

 
 

 

 
 
 

マニュアルの更
新に伴い、公共
土木施設等被害

額の増によりＢ
が増大し、費用
対効果の増とな

った。 
 

（変更なし） 
 
 

 

（変更なし） 
 
 

 

（変更なし） 
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筑後川水系切通川
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

神埼市、上峰町、みやき町

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

太陽の郷

月影幼稚園

三根みどり

保育園

老人福祉センター

上峰幼稚園

ひかり保育園
三樹病院

上峰町役場

三根駐在所

持丸駐在所

三田川交番

坊所駐在所

小城公園

坊所公園
体育館

上峰中学校

上峰小学校

町民センター

多目的研修施設

学習供用施設

三根中学校

三根庁舎

三根西小学校

N
長

崎
自

動
車

道

切通川 改修区間:Ｌ＝11,200ｍ（広域河川改修事業）

切通川

位 置 図
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

・平成２年７月洪水

浸水戸数：127 戸
浸水面積：270 ha

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

計画流量 ：190 m³/s
計画治水安全度：1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［切通川工区］

 全体事業費 ： 130億円

 事業期間 ： S50～R15

 改修延長 ： 11,200ｍ

 計画流量 ： 190m3/ｓ

 計画治水安全度 ： 1/50

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=11,200ｍ

 橋梁 N = 14橋

 堰 N =   8基

 樋管 N = 46基

 費用対効果 ： 19.6
標準横断図

未改修区間

改修区間

1:2.0

H.W.L

5.539

1:2.0

土留ブロック
控 35cm U型側溝

300×300

1:
0
.
5 1

:
0 .

5

1:2
.0

1:
2.

0

1:2.0

5
0
0

450

5
0
0

450

450

5
0
0

500

100

500

100

100

100

100100

100

100

グリッドシーバー

グリッドシーバー

グリッドシーバー

グリッドシーバー

ふとんかご
1200×500

ふとんかご
1200×500

敷砂利
t=10cm

敷砂利
t=10cm

5
0
0

50
0

小口止コンクリート
(t=300)

小口止コンクリート
(t=300)

小口止コンクリート
(t=300)

小口止コンクリート
(t=300)
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 130 億円 130 億円

事業期間 S50～H45（R15） S50～R15
改修延長 11,200 m 11,200 m
計画流量 190 m3/s 190 m3/s
計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 11,200 m 11,200 m
橋梁 14橋 14橋

堰 8基 8基

樋管 46基 46基

その他 － －

費用対効果 8.0 19.6
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未改修区間
L= 2.0 km

事業進捗状況

○事業進捗状況
・中津隈橋上流までの約9.2kmにおいて、

整備が完了

・Ｒ４年度進捗率 ８７％（事業費ベース）
・年平均進捗率１．８％

切通川 広域河川改修事業 L= 11.2 km

両国橋

上田橋
九丁分橋

国道２６４号

国道３４号

島崎橋

県道坊所城島線

舞郷橋
県道２２号
北茂安三田川線

整備実施区間 L= 9.2km

小島橋

中津隈橋

未改修区間

改修区間

三城橋

令和4年度迄 令和5年度迄 令和6年度以降

事業費（億円） １１３ １１４ １６

進捗率（％） ８７ ８８ －

用地進捗率（％） ９１ ９１ －
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整備の状況

【九丁分橋】

改修前 改修後

両国橋

上田橋
九丁分橋

国道２６４号

国道３４号

島崎橋

県道坊所城島線

舞郷橋
県道２２号
北茂安三田川線

整備実施区間

小島橋

中津隈橋

三城橋

～上流左岸から望む～

未改修区間

く ちょう ぶん はし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

環境に配慮した整備の状況

〇河川改修効果

• 河川幅を拡げることで、これまで狭く、単調だった流れに自然な蛇行が生
まれ、瀬と淵が創り出されており、 水生生物の良好な生息環境になっ
ている。またそれらを餌とする鳥類等も確認されている。

• 水際には寄せ石を配置することで、洪水時等の小魚の隠れ場所となる。

• 堰など魚の遡行が妨げられる箇所で、遡行を助けるために魚道を設け
ている。

～舞郷橋から下流を望む～ ～舞郷橋から上流の魚道を望む～

瀬
淵

魚
道

8k000 8k000
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過去の被害

みやき町中津隈

（国道２６４号より上流）

県道北茂安三田川線（中津隈橋）
（みやき町中津隈）

(鳥栖土木事務所雨量観測所)
最大日雨量：１４３ｍｍ
時間最大雨量：２７ｍｍ

平成9年７月7日~8日(梅雨前線豪雨)切通川

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

過去の被害

切通川 決壊状況

4ｋ800（右岸）より下流を望む

(鳥栖土木事務所雨量観測所)
最大日雨量：１６５ｍｍ （同観測所既往第5位）

時間最大雨量：６３ｍｍ （同観測所既往第2位）

N

平成14年9月16日～17日（秋雨前線豪雨）切通川
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近年の被害

県道北茂安三田川線（切通川近接箇所）
（上峰町坊所）

（東部土木事務所雨量観測所【西寄橋地点】）

最大日雨量 ：１９２ｍｍ
時間最大雨量： ５４ｍｍ

令和5月７月(梅雨前線豪雨)切通川

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住民
避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、
事業の必要性は依然として高い。
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費用対効果（B/C）

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

・一般資産被害（家屋、事業所等）
・農作物被害（水稲、畑作物等）
・公共土木施設等災害被害（道路、橋梁等）
・間接被害（事業所の営業停止被害、清掃費用等）
・残存価値

〇総費用Ｃ ： ５１，００１百万円
〇総便益Ｂ ： ９９７，２１３百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝９９７，２１３／５１，００１＝１９．６

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

コスト縮減や代替案等の可能性

【コスト縮減】

• 寄せ石に現地発生石材や近隣他工事で発生した石
材を使用する。また、掘削土を埋戻に流用するなど
建設副産物の有効活用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

【代替案の検討】
• 特になし
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対応方針（事業課案）
〇切通川は、上峰町、みやき町、神埼市を流下し、筑後川に合流する

河川で、上峰町、みやき町の中心部に近いことから、河川が氾濫し
た場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび
浸水被害をもたらしてきた。本事業は、流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的
としている。

〇費用対効果についても、B/C=1.0以上（19.6）が確保されている事業
である。

〇事業進捗率は、事業費ベースで約87%[約113億/130億](R4末時点)
であり、用地進捗率は約91%となっている。

〇地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
また、流域内の家屋や事業所等の状況に変化はなく、事業の必要
性は依然として高い。

〇よって、当事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めながら、
事業を継続することとしたい。
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（総合流域防災事業） 

（佐志川） 

継続・中止理由 ○ 佐志川は唐津市西部を流下し、唐津湾に注ぐ河川で、付近

には国道 204 号、国道 204 号バイパスがあり、下流には住

宅街もあることから、河川が氾濫した場合の浸水被害の影

響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび浸水被害が発

生している。本事業は、流路是正及び狭窄部解消を行い、

治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを

目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（4.8）が確保されて

いる事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 71％［42.0 億/58.8 億］

（R4 末時点）であり、用地新緑率は約 100％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況はほぼ変化はなく、事業の必要性は依然とし

て高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

    Ｂ＝６５，６８２百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

    Ｃ＝１３，６０１百万円 

 

Ｂ／Ｃ＝６５，６８２／１３，６０１＝４．８  

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

佐志川  
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
・計画流量 150m3/s 

・計画治水安全度 1/30 
 
 

 

全体事業費：C=48.0億円 
工   期：S58～H35 

        （R5） 
改 修 延 長：L=2,900m 
事業内容：掘削・築堤 

護岸、樋管14基、橋梁 
6基、堰2基 
 

 

総原頭首工下流まで
暫定掘削、暫定築堤、

護岸が完了している。 
 

佐志橋他5基完成 

 
(H29末進捗率 87％) 
(年平均進捗率2.6％) 

 
 
 

(過去の災害実績) 
S60.6 

浸水戸数  189戸 
浸水面積   20ha 

 

(地域の状況) 
特になし 

 

 

最新のﾏﾆｭｱﾙに基
づき、費用対効果

を算出した。 
 

(B/C)＝4.3 

 
 
 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 
 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 
 

昭和60年洪水
被害を軽減す

るため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
心・安全を確保

するためには、
当事業の継続
が必要である。 

 

現時点 
 

R5 

佐志川  
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

 
 

流路是正、狭窄部解消を行
い、治水安全度を向上し、

流域の浸水被害の軽減を
図る。 
・計画流量 150m3/s 

・計画治水安全度 1/30 
 
 

 

全体事業費：C=58.8億円 
工   期：S58～R15 

改 修 延 長：L=2,900m 
事業内容：掘削・築堤 
護岸、樋管14基、橋梁 

6基、堰2基 
 
 

総原頭首工下流まで
暫定整備が完了してい

る。 
 

佐志橋他5基完成 

 
(R4末進捗率 71％) 
(年平均進捗率1.9％) 

 
 
 

(過去の災害実績) 
同上 

 
(地域の状況) 

流域内の家屋や事業所等の

状況は、ほぼ変化はない。 
 
 

最新のﾏﾆｭｱﾙに基
づき、費用対効果

を算出した。 
 

(B/C)＝4.8 

 
 
 

 
   同上 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 
 

昭和60年洪水
被害を軽減す

るため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
心・安全を確保

するためには、
当事業の継続
が必要である。 

 

理由等 

 
 

 

 
 

 

 
 

・詳細調査に伴い、既

設護岸の根入れ不足が
判明したため、護岸の
追加による増 

・地質調査結果に伴い、
地盤に軟弱層が確認さ
れたため、矢板基礎工

の追加による増 
・各種建設資材費の高
騰及び労務費の上昇に

よる増                                                                                                              
 
 

・希少生物（アサクサ
ノリ、シロウオ等）の
環境調査及び施工計画

検討に時間を要したこ
とによる延長 
・希少生物の生態系に

配慮し、分割施工で工
事を実施する必要が生
じたことによる延長                           

 

 
 

 

 
 

マニュアルの更

新に伴い、公共
土木施設等被害
額の増によりＢ

が増大し、費用
対効果の増とな
った 
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佐志川水系佐志川
河川整備交付金事業
（総合流域防災事業）

唐津市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

←佐志川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 昭和６０年６月洪水 浸水戸数 １８９戸

浸水面積 ２０ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ：１５０m3/s
• 計画治水安全度： １/３０

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［佐志川工区］

 全体事業費 ： 58.8億円

 事業期間 ： S58～R15

 改修延長 ： 2,900ｍ

 計画流量 ： 150m3/ｓ

 計画治水安全度 ： 1/30

 実施内容

 掘削・築堤・護岸 L=2,900ｍ

 橋梁 N = 6橋

 堰 N = 2基

 樋管 N = 14基

 費用対効果 ： 4.8

as

▽計画河床

H.W.L

1:2
. 0

1:2 .0 1:
2.0

1:2.01 :
1 .

5

空石張護岸

張芝
野芝種子吹付

（在来種）
野芝種子吹付
（在来種）

空石張護岸

張芝

野芝種子吹付
（在来種）

野
芝

種
子

吹
付

（
在

来
種

）

基礎コンクリート

(σck=18N/mm
2
)

空石張護岸
(φ300内外）

ジオテキスタイル

(σck=18N/mm
2
)

肩止コンクリート

法先ブロック ジオテキスタイル

(σck=18N/mm
2
)

肩止コンクリート

空石張護岸
(φ300内外）

法先ブロック

基礎コンクリート

(σck=18N/mm
2
)

鋼矢板Ⅱw型
L=2.00m

鋼矢板Ⅱw型
L=2.00m

標準横断図

暫定断面
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 48.0 億円 58.8 億円

事業期間 S58～H35（R5） S58～R15

改修延長 2,900ｍ 2,900ｍ

計画流量 150ｍ3/s 150ｍ3/s

計画治水安全度 1/30 1/30

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 2,900ｍ 2,900ｍ

橋梁 6橋 6橋

堰 2基 2基

樋管 14基 14基

費用対効果 4.3 4.8

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業内容の見直し理由

〇事業費の増額

• 詳細調査に伴い、既設護岸の根入れ不足が判明したた
め、護岸の追加による増

• 地質調査結果に伴い、地盤に軟弱層が確認されたため
、矢板基礎工の追加による増

• 各種建設資材費の高騰及び労務費の上昇による増

-77-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 6

事業期間の見直し理由

〇事業期間の延長

• 希少生物（アサクサノリ、シロウオ等）の環境調査及び施
工計画検討に時間を要したことによる延長

• 希少生物の生態系に配慮し、分割施工で工事を実施す
る必要が生じたことによる延長

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

事業進捗状況

大
坪
頭
首
工

○事業進捗状況
・総原頭首工下流まで暫定（1/10）整備完了
・R４年度末進捗率 ７１％（事業費ベース）
・年平均進捗率 １．９％

R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） ４２．０ ４２．１ １６．７
進捗率（％） ７１ ７２ −

用地進捗率（％） １００ １００ −
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整備の状況

〇標準横断図

改修後（大坪頭首工付近）改修前（大坪頭首工付近）

１k６５０m １k６５０m

as

▽計画河床

H.W.L

1 :2
.0

1: 2. 0 1 :
2 .0

1 :2 .01 :
1 .

5

空石張護岸

張
芝

野芝
種子吹付

（在
来種

）
野芝

種子吹付
（在来種

）

空
石張

護岸

張芝

野芝 種子吹付
（在来種

）

野
芝

種
子

吹
付

（
在

来
種
）

基礎コンクリート

(σck=18N/mm
2
)

空石張護岸
(φ300内外）

ジオテキスタイル

(σck=18N/mm
2
)

肩止コンクリート

法先ブロック ジオテキスタイル

(σck=18N/mm
2
)

肩止コンクリート

空石張護岸
(φ300内外）

法先ブロック

基礎コンクリート

(σck=18N/mm
2
)

鋼矢板Ⅱw型
L=2.00m

鋼矢板Ⅱw型
L=2.00m

暫定断面

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

改修前写真

環境に配慮した整備の実施

改修前

平成25年4月10日撮影〇河川改修効果

◆河川環境への影響が生じないように、低水路形状の維持や植生護岸とするなど、生物
や景観に配慮した整備。

・河道内の水の流れ（澪筋）を緩やかな湾曲により創出し、自然的な水の流れを形成

・現況の自然環境を活かし、水際部の植生を存置

◆河川を行き来する魚類等に対して、河川縦断方向の連続性の確保。

・魚道の設置

〇弥右衛門橋上流 堰の魚道

暫定改修後 魚道の設置

大坪頭首工

総原頭首工

魚
道
の
設
置
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過去の被害

日雨量２８１mm 時間最大雨量６５mm

浸水戸数 １８９戸 浸水面積 ２０ha

昭和６０年６月豪雨

佐志川（右岸） 0k300m

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

近年の降雨

日雨量１２６mm 時間最大雨量５４mm

令和５年７月豪雨
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事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 改修事業に着手している現在においても、近年の洪水
により堤防高付近まで水位が上昇しており、地域住民
の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれてい
る。

• また、流域内の家屋や事業所等の状況に変化はなく、
事業の必要性は依然として高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： １３，６０１百万円
〇総便益Ｂ： ６５，６８２百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝６５，６８２／１３，６０１≒４．８
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コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 掘削土を埋戻に流用するなど建設副産物の有効活
用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 15

対応方針（事業課案）

• 佐志川は唐津市西部を流下し、唐津湾に注ぐ河川で、付近には国
道204号、国道204号バイパスがあり、下流には住宅街もあること
から、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力不
足が原因でたびたび浸水被害が発生している。本事業は、流路是
正及び狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害
の軽減を図ることを目的としている。

• 費用対効果についても、B/C=1.0以上（4.8）が確保されている事業
である。

• 事業進捗率は、事業費ベースで約71％［42.0億/58.8億］（R4末時
点）であり、用地進捗率は100％となっている。

• 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
また、流域内の家屋や事業所等の状況はほぼ変化はなく、事業の
必要性は依然として高い。

• よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（総合流域防災事業） 

（浜川） 

継続・中止理由 ○ 浜川は、鹿島市を流下し、有明海に注ぐ河川であり、付近

には国道 207 号があり、河川が氾濫した場合の浸水被害の

影響も大きく、流下能力不足による浸水被害がたびたび発

生している。本事業は、河道改修を行い、治水安全度を向

上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（16.5）が確保され

ている事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 73％［59.6 億/82.0 億］

（R4 末時点）であり、用地進捗率は約 59％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況は、ほぼ変化はなく、事業の必要性は依然と

して高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

 

総便益額（現在価値化した総便益） 

    Ｂ＝373,685 百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

    Ｃ＝22,607 百万円 

 

Ｂ／Ｃ＝373,685 百万円／22,607 百万円＝16.5 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

浜川 
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

 

流路是正、狭窄部解消を
行い、治水安全度を向上

し、流域の浸水被害の軽
減を図る。 
計画流量 280m3/s 

計画治水安全度 1/50 

全体事業費：C=82.0億円 
工 期：S56～H44 

        (R14) 
改 修 延 長：L=3,330m 
事業内容：掘削・築堤・

護岸、橋梁7基、堰11基 

国道207号バイパスの古
場切橋まで完成してい

る。今後、これより上流
の用地買収の促進や工
事進捗を図っていく。 

（H29末進捗率 63％） 
（年平均進捗率 1.7％） 
 

 

（過去の災害実績） 
H2.7 

浸水戸数  285戸 
浸水面積  110ha 

 

（地域の状況） 
特になし 

 

最新のマニュア
ル（H17）に基づ

き、費用対効果を
算出した。 
 

（B/C）＝13.8 
 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 

 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

過去の浸水被
害を軽減する

ため、河道改修
を行い、治水安
全度を向上し、

地域住民の安
心・安全を確保
するためには、

当事業の継続
が必要である。 

現時点 
 

R5 

浜川 
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

 
 
 

流路是正、狭窄部解消を
行い、治水安全度を向上

し、流域の浸水被害の軽
減を図る。 
計画流量 280m3/s 

計画治水安全度 1/50 

全体事業費：C=82.0億円 
工 期：S56～R14 

改 修 延 長：L=3,330m 
事業内容：掘削・築堤・
護岸、橋梁7基、堰11基 

山下頭首工付近（国道
207号バイパスの古場切

橋上流約600ｍ）まで完
成している。今後、これ
より上流の用地買収の

促進や工事進捗を図っ
ていく。 
（R4末進捗率 73％） 

（年平均進捗率 1.7％） 
 
 

 
 

（過去の災害実績） 
 R2.7 

 床上浸水  4戸 
 床下浸水 34戸 
 浸水面積 19ha 

 
（地域の状況） 
流域内の家屋や事業所等の状

況は、ほぼ変化ない。 

最新のマニュア
ル（R2）に基づき、

費用対効果を算
出した。 
 

（B/C）＝16.5 
 
 

 

同上 
 

 
 

再評価実施後５
年が経過 

 
 
 

 

過去の浸水被
害を軽減する

ため、河道改修
を行い、治水安
全度を向上し、

地域住民の安
心・安全を確保
するためには、

当事業の継続
が必要である。 
 

理由等 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

マニュアルの更

新に伴いＢが増
大し、費用対効果
の増となった。 
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浜川水系浜川
河川整備交付金事業
（総合流域防災事業）

鹿島市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

古枝小学校

祐徳稲荷神社

浜酒蔵

総合流域防災事業 L=3,330m

凡 例

完了区間

未完了区間

位 置 図

浜川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成２年７月洪水 浸水戸数 285戸
浸水面積 110ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流
域の浸水被害の軽減を図る。

• 計画流量 ：280m3/s
• 計画治水安全度：1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要

 全体事業費：８２．０億円

 事業期間：Ｓ56～R14

 改修延長：3,330m

 計画流量：280m3/s

 計画治水安全度： 1/50

 実施内容

 掘削・護岸 L=3,330ｍ

 橋梁 N=7橋

 堰 N=11基

 費用対効果： 16.5
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 82.0 億円 82.0 億円

事業期間 S56～H44（R14） S56～R14

改修延長 3,330ｍ 3,330ｍ

計画流量 280ｍ3/s 280ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 3,330ｍ 3,330ｍ

橋梁 7橋 7橋

堰 11基 11基

水門 － －

その他 － －

費用対効果 13.8 16.5

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業進捗状況

〇事業進捗状況

• 山下頭首工付近（古場切橋上流約600ｍ）まで整備が完了

• R４年度末進捗率 ７３％（事業費ベース）

• 年平均進捗率 １．７％ R4年度迄 R5年度迄 R6年度以降
事業費（億円） ５９．６ ６０．７ ２１．３
進捗率（％） ７３ ７４ −

用地進捗率（％） ５９ ５９ −

0k0 1k0 2k0 3k0 4k0

長
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線
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首
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←浜川

【凡例】

：改修済区間
：未改修区間
：他事業

落
差
工

2k670
塚
渕
頭
首
工

国
道
２
０
７
号
Ｂ
Ｐ

-87-



Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 6

整備の状況

〇標準横断図（2k400m）

2k400m

改修前

2k400m

改修後新設
笹原頭首工

旧
笹原頭首工

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

環境に配慮した整備の実施

〇河川改修効果

• 河川断面を狭めていた固定堰については、位置を上流へ移動し
堰を統合し改築した。

• 下流側を緩傾斜（スロープ化）とすることで魚類等の上下流移動
に配慮した。

改修前（旧山下頭首工） 改修後（新山下頭首工）

2k200m2k025m
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過去の被害

浜川流域では昭和３７年７月豪雨、昭和５１年９月豪雨及び平成２年７月豪雨など
により、床上・床下浸水などの被害を受けました。近年では平成１１年 台風１８号で
はあと30cmで越水する状況となり、平成２４年は高潮による浸水が発生しました。

昭和５１年９月洪水による藤ノ瀬橋の流失
（県道奥山鹿島線）出典:「鹿島市災害誌」

昭和51年9月洪水の時間雨量

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

12 18 24 6 12

（時間）

降

雨

量

(mm)

9月12日 9月13日

時間雨量
　85mm

昭和５7年出水状況
（鹿島市浜町地内）

昭和６０年高潮による浸水状況
（鹿島市浜町地内）

平成１１年 台風１８号
あと30cmで越水する状況（鹿島市浜町）

平成２４年 台風１６号
高潮による浸水発生（鹿島市浜町）

昭和51年9月洪水では平谷（県）の雨量観
測所で時間雨量最大85mmの降雨を記録

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 9

9

■近年の災害（令和３年８月１１日～１８日被災箇所）

浜川（神橋下流）

浜川（雇用促進住宅付近）

近年の被害

直近の被害としては、令和2年7月豪雨において床上浸水4戸、床下浸水34戸、浸水面積19ha
などの被害を受けました。

令和2年7月洪水では奥山（県）の雨量観測所で
時間雨量最大93mmの降雨を記録
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事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性が依然として高い。

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 11

費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額

• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： 22,607百万円
〇総便益Ｂ： 373,685百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝373,685／22,607≒16.5
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コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 護床工の間詰コンクリート工に現地発生石材や近隣
他工事で発生した石材を使用する。また、掘削土を
埋戻に流用するなど建設副産物の有効活用を図り
発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 13

対応方針（事業課案）

 浜川は、鹿島市を流下し、有明海に注ぐ河川であり、付近には国道
207号があり、河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流
下能力不足による浸水被害がたびたび発生している。本事業は、
河道改修を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を
図ることを目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（16.5）が確保されている事
業である。

 事業進捗率は、事業費ベースで約73％［59.6億/82.0億］（R4末時
点）であり、用地進捗率は約59％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。
改修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害
が発生しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変
化はなく、事業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めなが
ら、事業を継続することとしたい。
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  様式イ 

令和５年度公共事業再評価諮問箇所「継続・中止」理由書等 

 

 （ 課名：河川砂防課 ） 

事 業 名 

（路河川等名） 

河川整備交付金事業（総合流域防災事業） 

（川添川） 

継続・中止理由 ○ 川添川は、武雄市東部を流下し六角川へ流入する河川で、

付近には国道 34 号があり、上流には住宅地もあることから

河川が氾濫した場合の浸水被害の影響も大きく、流下能力

不足が原因でたびたび浸水被害が発生している。本事業は、

流路是正、狭窄部解消を行い、治水安全度を向上し、流域

の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。 

○ 費用対効果についても、B/C=1.0 以上（1.8）が確保されて

いる事業である。 

○ 事業進捗率は、事業費ベースで約 88％［19.5 億/22.3 億］

（R4 末時点）であり、用地進捗率は約 93％となっている。 

○ 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれ

ている。改修事業に着手した現在においても、近年の洪水

により浸水被害が発生しており、また、流域内の家屋や事

業所等の状況は、ほぼ変化なく、事業の必要性は依然とし

て高い。 

○ よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努

めながら、事業を継続することとしたい。 

Ｂ／Ｃの 

算出方法 

 総便益（Ｂ）は河川改修による年平均被害軽減額を対象期間

分合計したもの。 

 総費用（Ｃ）は治水施設の建設費と維持管理費を対象期間分

合計したもの。 

 （※対象期間＝整備期間＋施設完成後５０年間。） 

総便益額（現在価値化した総便益） 

    Ｂ＝１８,９９１百万円 

総費用額（現在価値化した総費用） 

    Ｃ＝１０,７７７百万円 

 

Ｂ／Ｃ＝１８,９９１／１０,７７７＝１．８ 

備  考  
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様式２  

令和５年度再評価対象箇所    （再評価実施後、一定期間（5年）が経過した時点で継続中の事業又は未着工の事業） 

（対象：平成３０年度再評価実施箇所） 

番号 項目 
事 業 名 

(路･河川名等) 
事 業 目 的 事 業 概 要 事業の進捗状況 

事業を巡る社会経済 

情 勢 等 の 変 化 

費用対効果 

の要因の変化 

ｺｽﾄ縮減や代替案 

等 の 可 能 性 
再評価理由 

対応方針 

(事業課案) 

 
 

 

再評価 
時点 

 
H30 

川添川 
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

流下断面の確保を行い、治
水安全度を向上し、流域の

浸水被害の軽減を図る。 
 
計画流量 100m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 
 

 

全体事業費：C=22.3億円 
工   期：S54～H36 

(R6) 
改 修 延 長：L=1,600m 
事業内容：掘削・護岸、 

樋管8基、橋梁7基、 
堰3基 

 

国道34号より下流につ
いては完了している。 

現在、国道橋改築に関
する調整を進めてい
る。 

丁后橋他5基完成 
堰2基完成 
(H29末進捗率 87％) 

(年平均進捗率 2.2％) 
 

(過去の災害実績) 
H2.7 浸水戸数 593戸 

浸水面積 110ha 
 

(地域の状況) 

周辺に国道34号ﾊﾞｲﾊﾟｽ(国事
業)が開通した。 
 

最新のﾏﾆｭｱﾙ
(H17.4)に基づ

き、費用対効果を
算出した。 
 

現在(B/C)=1.2 
 

・再生材の積極的
利用 

・建設副産物の有
効利用 

 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年洪水被
害を軽減する

ため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
心・安全を確保

するために、当
事業の継続が
必要である。 

 

現時点 
 

R5 

川添川 
河川整備交付金

事業 
（総合流域防災
事業） 

流下断面の確保を行い、治
水安全度を向上し、流域の

浸水被害の軽減を図る。 
 
計画流量 100m3/s 

計画治水安全度 1/50 
 
 

 

全体事業費：C=22.3億円 
工   期：S54～R11 

改 修 延 長：L=1,600m 
事業内容：掘削・護岸、 

樋管8基、橋梁7基、 

堰3基 

国道34号より下流につ
いては完了している。 

現在、国道橋改築に関
する調整を進めてい
る。 

丁后橋他5基完成 
堰2基完成 
(R4末進捗率 88％) 

(年平均進捗率 2.0％) 
 

(過去の災害実績) 
R1 浸水戸数 床上91戸 

      床下14戸 
R3 浸水戸数 床上97戸 

      床下37戸 

 
(地域の状況) 
流域内の家屋や事業所等の状

況は、ほぼ変化はない。 

最新のﾏﾆｭｱﾙ
(R2.4)に基づき、

費用対効果を算
出した。 
 

現在(B/C)=1.8 
 

 
同上 

再評価実施後５
年が経過 

 
 

平成2年洪水被
害を軽減する

ため、流路是
正、狭窄部解消
を行い、治水安

全度を向上し、
地域住民の安
心・安全を確保

するために、当
事業の継続が
必要である。 

 

理由等 

 
 

 

 
 

 

 
 

事業を進めるにあたり

地元との合意形成に時
間を要していることに
よる事業期間の延長。 

 

 
 

 

 
 

マニュアル更新

に伴い、公共土木
施設被害額でＢ
が増大し、費用対

効果の増となっ
た。 
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六角川水系川添川
河川整備交付金事業
（広域河川改修事業）

武雄市

（ 再評価実施後５年が経過 ）

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 1

位 置 図

凡 例

完了区間

未完了区間

六
角
川

川添川

武雄市

L=１２５m

L=
60

0m

川添橋

総合流域防災事業 L=1,000m

川添川
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事業目的

〇流下能力不足による浸水被害が発生

• 平成２年７月洪水 浸水戸数 125戸（床上）

468戸（床下）

浸水面積 110ｈａ

〇浸水被害の軽減を図る

流下断面の確保（河道拡幅、築堤及び横断構造物改築
等）を行い、治水安全度を向上し、流域の浸水被害の軽減
を図る。

• 計画流量 ：100m3/s
• 計画治水安全度：1/50

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 3

事業概要 ［川添川工区］

 全体事業費：２２．３億円

 事業期間：Ｓ54～R11

 改修延長：1,600m

 計画流量：100m3/s

 計画治水安全度： 1/50

 実施内容

 掘削・護岸 L=1,600ｍ

 橋梁 N=7橋

 堰 N=3基

 樋管 N=8基

 費用対効果： 1.8

令和4年度まで：
令和5年度実施：
令和6年度以降：

標準断面図
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事業概要

前回再評価時
（H30）

今回再評価時
（R5）

全体事業費 22.3 億円 22.3 億円

事業期間 S54～H36（R6） S54～R11

改修延長 1,600ｍ 1,600ｍ

計画流量 100ｍ3/s 100ｍ3/s

計画治水安全度 1/50 1/50

事
業
内
容

掘削･築堤･護岸等 1,600ｍ 1,600ｍ

橋梁 7橋 7橋

堰 3基 3基

水門 0基 0基

樋管 8基 8基

費用対効果 1.2 1.8

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 5

事業期間の見直し理由

〇事業期間の延長

• 事業を進めるにあたり地元との合意形成に時間を要し
ていることによる事業期間の延長
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事業進捗状況

R4年度末時点 R5年度末 R6年度以降

事業費（億円） １９．５ １９．５ ２．８

進捗率（％） ８８ ８８ －

用地進捗率（％） ９３ ９３ －

凡 例

完了区間

未完了区間

武雄市

L=１２５m

総合流域防災事業 L=1,000m
L=

60
0m

川添橋
相川橋

○事業進捗状況
・川添橋（国道３４号橋）下流地点まで整備が完了
・Ｒ４年度末進捗率８８％(事業費ベース)
・年平均進捗率 ２.０％

Copyright © 2023 Saga Prefecture. All Rights Reserved. 7

整備の状況

〇横断図

川添橋下流
１k０５０m

整備中

川添橋
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〇河川改修効果

• 現況のブロック積護岸の河道に対して、寄せ石工を施工すること
で、水際の植生が活着し空間の連続性が創出されている。

• 現況の自然環境を活かし、水際部の植生を存置する。

環境に配慮した整備の実施

改修後

相川橋上流０k９００m０k９００m

改修前
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過去の被害

連続雨量７１６mm 最大日雨量４５３mm 時間最大雨量７５mm

床上浸水125戸
床下浸水468戸

川
添
川

六角川

平成２年７月 梅雨前線豪雨 川添川

川添橋
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近年の被害

〔令和元年８月〕
連続雨量 ４３２mm
最大日雨量 ２８４mm
時間最大雨量８５mm

令和元年8月豪雨・令和３年8月豪雨 川添川

〔令和３年８月〕
連続雨量 ９４７mm
最大日雨量 ３６８mm
時間最大雨量５３mm

床上浸水９７戸
床下浸水３７戸

床上浸水９１戸
床下浸水１４戸

国道３４号（旧北方町役場前横断歩道橋より撮影） 国道３４号（旧北方町役場前横断歩道橋より撮影）
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事業を巡る社会情勢等の変化

〇地域の状況

• 近年の洪水により、浸水被害が発生している。

• 近年の洪水により、氾濫危険水位を超過しており、住
民避難が生じている。

• 流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性が依然として高い。

• 特定都市河川に指定されており、地域住民の治水対策
に対する関心が高い。
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費用対効果の要因の変化

Ｂ／Ｃは１．０を上回っている

総費用額Ｃ：治水施設の整備及び施設完成後５０年間の維持管理に
要する総費用

総便益額Ｂ：治水施設整備によってもたらされる施設完成後５０年間
の総便益額
• 一般資産被害額 （家屋，事業所等）
• 農作物被害 （水稲，畑作物等）
• 公共土木施設等災害被害 （道路，橋梁等）
• 間接被害（事業所の営業停止被害，清掃費用等）
• 残存価値

〇総費用Ｃ： １０，７７７百万円
〇総便益Ｂ： １８，９９１百万円

●費用対効果 Ｂ／Ｃ＝１８，９９１／１０，７７７≒１．８
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コスト縮減や代替案等の可能性

〇コスト縮減

• 寄せ石工に現地発生石材や近隣他工事で発生した
石材を使用する。また、掘削土を埋戻に流用するな
ど建設副産物の有効活用を図り発生量を抑制する。

• 護岸の裏込材に再生クラッシャーランを使うなど再
生材を積極的に使用する。

〇代替案の検討

• 特になし
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対応方針（事業課案）

 川添川は、武雄市東部を流下し六角川へ流入する河川で、付近には
国道34号があり、上流には住宅地もあることから河川が氾濫した場合
の浸水被害の影響も大きく、流下能力不足が原因でたびたび浸水被
害が発生している。本事業は、流路是正、狭窄部解消を行い、治水安
全度を向上し、流域の浸水被害の軽減を図ることを目的としている。

 費用対効果についても、B/C=1.0以上（1.8）が確保されている事業で
ある。

 事業進捗率は、事業費ベースで約88％［19.5億/22.3億］（R4末時点）
であり、用地進捗率は約93％となっている。

 地域住民の当事業に対する期待は強く、早期完成を望まれている。改
修事業に着手した現在においても、近年の洪水により浸水被害が発生
しており、また、流域内の家屋や事業所等の状況は、ほぼ変化なく、事
業の必要性は依然として高い。

 よって、当該事業の完成に向けて、事業費の予算確保に努めながら、
事業を継続することとしたい。
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